
年間授業計画　新様式

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

教科担当者：

使用教科書：

定期考査 ○ ○ 1

単元

教科

科目

数学

数学Ⅰ

新編　数学Ⅰ（数研出版）
(ＡＢα，ＣＤα，ＥＦα:柏木)(ＡＢγ，ＣＤγ，ＥＦα:田村)(ＡＢβ，ＣＤβ，ＥＦβ:祢津)

配当
時数

１
学
期

【学びに向かう力・人間性等】

【知識及び技能】
整式に関する基礎的な用語を知る。また、
整式の整理や基本的な計算、展開や因数分
解の公式を身に付け、基本的な式変形を適
切に行うことができるようになる。

既に学習した計算方法と関連付けて、式を
多面的に捉えたり目的に応じて適切に変形
したりできる。

基礎的な計算を身に付け、さらに複雑な計
算を見通しをもって計算することを通し
て、粘り強く効率的に問題解決しようとす
る態度を養う。

第１章・数と式

単項式や多項式に関する用語について知り、整式の加
法・減法・乗法に関して公式等を利用して計算ができ
る。
因数分解の公式を理解し、工夫して計算することができ
る。

工夫することによって、効率的に式の展開をすることが
できる。
複雑な式についても、項の組み合わせや、式の形の特徴
等に着目して因数分解の公式を効果的に活用して計算す
ることができる。

整式の整理や計算について関心を持ち、考察しようとす
る態度を養う。
やや複雑な展開や因数分解についても、工夫して効率的
に解決しようとする態度を養う。

【知識及び技能】

【思考力・判断力・表現力等】

【学びに向かう力・人間性等】

・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

第１章・数と式
第１節・式の計算
教材：教科書、問題集

単元

第１章・数と式 ・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

単元第１章・数と式　　　第３節・１次不等式

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】 【知識及び技能】
不等式の解の意味や不等式の性質について
理解し、１次不等式の解を求めることがで
きる。

第１章・数と式
第３節・１次不等式
教材：教科書、問題集

不等号の意味や、不等式の性質及び解法を理解し、適切
に処理することができる。
絶対値の意味を的確に把握し、絶対値を含む方程式・不
等式の計算に活用できる。

【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
不等式の性質を基に１次不等式を解く方法
を考察する。また、日常の事象や社会の事
象などを数学的に捉え、１次不等式を問題
解決に活用する。

複雑な形の不等式も的確に表現することができ、
身近な問題を不等式に帰着させて解決することが
できる。
絶対値記号を含むやや複雑な式にも、的確に処理するこ
とができる。

【学びに向かう力・人間性等】 【学びに向かう力・人間性等】
数学を日常の様々な問題解決を行うための
手段として活用しようとする態度を養う。

不等式と等式について、その性質や解法および解の意味
を考察しようとする。
絶対値記号を含むやや複雑な方程式や不等式も、解こう
とする意欲を持つことができる。

単元 第１章・数と式 ・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

単元 第１章・数と式　　　第２節・実数

○ ○ ○ 4

【知識及び技能】 【知識及び技能】
数を実数まで拡張することの意義を理解
し、簡単な無理数の四則計算ができる。

第１章・数と式
第２節・実数
教材：教科書、問題集

実数に属する数を整理し、性質による分類とその数の名
称を理解できている。
平方根の意味や性質を的確に理解し、基本的な計算がで
きる。

【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
既に学習した計算方法と関連付けて、式を
多面的に捉えたり目的に応じて適切に変形
したりできる。

実数の大小関係や絶対値の意味等を理解し、数直線を用
いて考察することができる。
既習事項を活用して根号の計算を効率的に行うことがで
きる。

【学びに向かう力・人間性等】 【学びに向かう力・人間性等】
知っていることを体系的に整理し、それら
を土台に自らの知識を深めようとする態度
を養う。

数の体系に関する既習事項を体系的に整理し、考察しよ
うとする。
根号を含む式の計算に際し、展開の公式等の既習
事項をうまく活用しようとする。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

単元

【思考力・判断力・表現力等】

第１章・数と式　　　第１節・式の計算

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力，
図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力，関
数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
る力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係などに着
目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題
を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

科目教科若葉総合高等学校　令和 5 年度

の目標：

の目標： 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成する。

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成する。

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したり
する技能を身に付ける。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象
を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。



１
学
期

1定期考査 ○ ○

単元 第２章・集合と命題 ・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

単元 第２章・集合と命題

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】 【知識及び技能】
集合と命題に関する基本的な概念を理解す
る。

第２章・集合と命題
教材：教科書、問題集

集合及び命題に関する基本的な概念を的確に
理解している。

【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
集合の考え方を用いて論理的に考察し、簡
単な命題が証明できる。

集合及び命題に関する概念から、ものの関係性を
的確に表現することができる。
命題の条件や結論に着目し、適切な証明法により
命題を証明することができる。

【学びに向かう力・人間性等】 【学びに向かう力・人間性等】
論理的に物事を処理する態度を養い、日ご
ろから論理的思考力をもって問題解決に当
たろうとする態度を養う。

物事を論理的に捉え表現しようと努力している。
正面から証明することが困難でも、多角的に捉え
ることによって解決しようとする態度がある。



３
学
期

単元 第４章・図形と計量 ・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

単元第４章・図形と計量　　　第２節・三角形への応用

○

具体的な事象を三角比の問題として捉え、
表現・処理をすることができる。
既習事項である鋭角の三角比の考え方を基
に、鈍角の三角比を的確に捉えて表現でき
る。

測量に関わる問題に三角比を用いて表現すること
ができ、問題を解決することができる。
既習事項から三角比の相互関係を見出すことができる。
鈍角の場合に拡張するためには、既知である鋭角
の三角比をどのように活用すればよいかの判断が
できる。

【学びに向かう力・人間性等】 【学びに向かう力・人間性等】
今まで学んだことのない事柄にも、積極的
に学び取ろうとする態度と意欲を養う。
これまでに学習していることも活用し、少
しずつ知識を拡張していこうとする態度と
意欲を養う。

日常の事象や社会の事象などに三角比を活用しよ
うとする。
既習事項から発展的に新たなことを学ぼうとする
関心や意欲がある。
図を積極的に用いて三角比を発展させようとする。

○ ○ 8

【知識及び技能】 【知識及び技能】
正弦定理や余弦定理について三角形の決定
条件や三平方の定理と関連付けて理解し、
三角形の辺の長さや角の大きさなどを求め
ることができる。

第４章・図形と計量
第２節・三角形への応用
教材：教科書、問題集

正弦定理や余弦定理を理解し、それらを活用して
三角形の辺の長さや角度を求めることができる。
三角比を用いて三角形の面積を求めることができる。
三角比を空間図形の測量に活用することができる。

【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
図形の構成要素間の関係を三角比を用いて
表現するとともに、定理や公式を導くこと
ができる。また、日常の事象や社会の事象
などを数学的に捉え、問題を解決したり、
解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりでき
る。

既習事項を活用して、正弦定理、余弦定理、面積
公式を導くことができる。
空間図形を的確に把握し、どのような見方をして
公式を用いればよいかの判断ができる。

【学びに向かう力・人間性等】 【学びに向かう力・人間性等】

単元 第４章・図形と計量 ・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

単元第４章・図形と計量　　　第１節・三角比

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】 【知識及び技能】
鋭角の三角比の意味と相互関係について理
解する。
三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、
鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の
値を求める方法を理解する。

第４章・図形と計量
第１節・三角比
教材：教科書、問題集

鋭角の三角比の意味が的確に理解できる。
鋭角の三角比から鈍角の三角比まで拡張して
考えることができる。
相互関係の式を的確に活用することができる。
三角比の値から角度を求めることができる。

【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】

7

【知識及び技能】 【知識及び技能】
２次関数の値の変化やグラフの特徴を理解
する。

第３章・２次関数
第１節・２次関数とグラフ
教材：教科書、問題集
１人１台端末の活用

１次関数に関する基本的な表現ができ、グラフをかくこ
とができる。
２次関数に関わる式の変形ができ、グラフをかくことが
できる。

【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
２次関数の式とグラフの関係につい、コン
ピュータなどの情報機器を用いてグラフを
かくなどして多面的に考察する。

２つの変量の関係性を関数式で表現できる。
２次関数の特徴について、表、式、グラフを相互に関連
付けて多面的に考察することができる。

【学びに向かう力・人間性等】 【学びに向かう力・人間性等】
日常の中に関数が密接に関係していること
を知り、問題解決に活用しようとする態度
を養う。

日常生活の中にみられる関数の具体例を見つけて
考察しようとする。
２次関数の式とグラフの関係性を見出し、積極的に活用
する意欲がある。

6

２
学
期

単元 第３章・２次関数 ・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

単元第３章・２次関数　　　第１節・２次関数とグラフ

○ ○ ○

単元 第３章・２次関数 ・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

単元第３章・２次関数　　　第２節・２次関数の値の変化

○ ○ ○

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】 【知識及び技能】
２次関数の最大値・最小値を求めることが
できる。

第３章・２次関数
第２節・２次関数の値の変化
教材：教科書、問題集

平方完成や定義域を適切に処理し、最大値・最小値を求
めることができる。
与えられた条件を関数の式に表現し、２次関数を決定す

【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
２つの数量の関係に着目し、日常の事象や
社会の事象などを数学的に捉え、問題を解
決したり、解決の過程を振り返って事象の
数学的な特徴や他の事象との関係を考察す
る。

２次関数の最大・最小を用いて、日常に密接した
問題の解決を考えることができる。
与えられた条件を的確に把握し、処理するのに
適した式の形を表現して２次関数を決定できる。

【学びに向かう力・人間性等】 【学びに向かう力・人間性等】
日常の中に関数が密接に関係していること
を知り、問題解決に活用しようとする態度
を養う。

日常生活における具体的な事象の考察に、２次関数の最
大・最小の考えを活用しようと
している。
何をもって２次関数が１つに決まるのかについて
興味関心をもって考察しようとする。

1

単元 第３章・２次関数 ・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

単元第３章・２次関数　　　第３節・２次方程式と２次不等式

○ ○ ○ 11

【知識及び技能】 【知識及び技能】
２次方程式の解と２次関数のグラフとの関
係について理解する。また、２次不等式の
解と２次関数のグラフとの関係について理
解し、２次関数のグラフを用いて２次不等
式の解を求めることができる。

第３章・２次関数
第３節・２次方程式と２次不等式
教材：教科書、問題集

因数分解、解の公式を用いて２次方程式が解ける。
判別式を理解し活用することができる。
２次不等式を解くことができる。

【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
２次関数、２次方程式、２次不等式を相互
に関連付け、考察することができる。

２次関数を基に、２次方程式及び２次不等式に
ついて考察することができる。
判別式を的確に活用し、種々の問題解決に当たることが
できる。

【学びに向かう力・人間性等】 【学びに向かう力・人間性等】
物事の関係性を把握しようとする、図をか
くなど工夫して理解を進めようとする等と
いった態度を養う。

２次関数を活用し、２次方程式及び２次不等式を
解決しようとする意欲がある。
２次不等式を解くときに、図を積極的に利用する。
身近な問題を２次不等式で解決しようとする。

定期考査 ○ ○ 1



３
学
期

○ ○ ○ 8

第４章・図形と計量
第２節・三角形への応用
教材：教科書、問題集

数式の図形的な意味合いを把握し、与えら
れた条件から適切な式を用いて解決しよう
とする意欲を養う。
日常の事象や社会の事象などに、三角比の
考えを活用しようとする意欲と態度を養
う。

正弦定理や余弦定理の図形的な意味を把握し、問題解決
に活用しようとしている。
日常の事象や社会の事象などに、三角比の考えを活用し
ようとしている。

合計

74

単元 第５章・データの分析 ・指導事項・教材
・一人１台端末の活用　等

単元 第５章・データの分析

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】 【知識及び技能】
分散、標準偏差、散布図及び相関係数の意
味やその用い方を理解する。
コンピュータなどの情報機器を用いるなど
して、データを表やグラフに整理したり、
分散や標準偏差などの基本的な統計量を求
めたりできる。
具体的な事象において仮説検定の考え方を
理解する。

第５章・データの分析
教材：教科書、問題集
１人１台端末の活用

様々な値の定義と意味することを理解し、的確に求める
ことができる。

【思考力・判断力・表現力等】 【思考力・判断力・表現力等】
データの散らばり具合や傾向を数値化する
方法を考察する。
目的に応じて複数の種類のデータを収集
し、適切な統計量やグラフ、手法などを選
択して分析を行い、データの傾向を把握し
て事象の特徴を表現する。
不確実な事象の起こりやすさに着目し、主
張の妥当性について、実験などを通して判
断したり。批判的に考察したりする。

○ 1

様々な値から、そのデータの傾向を判断すること
ができる。
仮説検定の考え方を活用して、身近な事柄に対す
る考察を行うことができる。

【学びに向かう力・人間性等】 【学びに向かう力・人間性等】
感覚的に物事を捉えるだけでなく、根拠を
もって考察を行う態度を養う。その根拠の
１つとして、統計的なものの
見方を身に付ける。

データを整理し全体の傾向を把握しようとする。
それぞれの計算結果や図の意味するものを的確に
把握して分析に活用しようとする意欲がある。
身近な事柄において統計の考え方を活用して判断しよう
とする態度がある。

定期考査 ○


